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校長 平川 恒美 

教育基本法の教育の目的に基づき人格の完

成を目指して、学校の教育活動が行われます。

特別活動である学校行事の目的は、突き詰めて

いくと、生徒たち自身で問題を解決する力をつ

けることにあります。学校でなければできない

人間関係のトレーニングに不可欠です。１学期

の大きな行事が五月中に二つ終了し、その過程

で生徒の成長を認識できました。 

運動会は年間の中でも特に「あえてストレス

を与える行事」です。毎日繰り返される練習は

協力せざるを得ない集団競技ばかりで辛くて

当然でしょう。全体練習では入場行進や準備体

操、儀式的な開閉会式を練習し、生徒にとって

決して楽しいものではないはずです。 

しかし、そこに学校の存在価値があります。

強いストレスをあえて与え、それを乗り越えさ

せるという使命です。集団の協力を強制する行

事をやり遂げた時に感じる喜びは、仲間と共有

できる価値あるものになるでしょう。教員はそ

れを味あわせたい思いで生徒を励ますのです。 

運動会での生徒の姿に、大人は心動かされる

ものですが、本校はより高いレベルで生徒の成

長を感じさせてくれました。前日の少々涼しい

気候から、強い日差しが加わり、健康が案じら

れた中に、様々な伏線がありました。練習など

の経緯を知った上で展開を見ると、さながら神

が演出したドラマのようでした。 

  すでに勝負の結果が予想できても、順位に関

わらずゴールライン上を全力疾走する競技種 

目、「初めて勝てた」と言って結果に涙する学

年種目、生徒と共に自然に教員も踊るダンスパ

フォーマンス、参加する整然と進行するプログ

ラムを支える運動会実行委員はじめとする各委

員会の働きぶり、挙げればきりがない生徒の懸

命な姿はまぶしいものがありました。それが各

場面で実現されていく様子に、つい声援を送り

たくなったのは私だけではなかったはずです。

 また、３年生の修学旅行で二泊三日という時

間を共有する内容の大切さは計り知れません。

校内で生活するだけでは学べないことを、濃縮

して吸収していくかのようでした。近くにいて

成長の過程に立ち会うことができて、大変頼も

しく嬉しく微笑ましくもありました。自らが決

めた時間やルールを守ろうと、修学旅行実行委

員はじめ、誰もが声をかけあう様子が、随所に

認められたのです。仲間の支えあう声が規範意

識を喚起して、修学旅行の目的をも達成できた

のではないでしょうか。 

奈良から京都まで班行動で見学しながら移動

する二日目、最後の班はまさにon timeで到着し

ました。約束の時間に間に合わせるために全員

が走り、道案内役に捕まえた人力車のお兄さん

の先導と共に。他にも心温まる話題が多々。 

応援してくださる地域、保護者の皆様の日常

が努力する中学生を育ててくださっています。

その重みを忘れず、甘えることなく謙虚にご意

見を聞き、学校も努力いたします。どうぞご遠

慮なくご

指摘をお

願いいた

します。 

 

港区立高陵中学校 学校だより 

行事の教育的効果 



編集後記 編集へのご意見は校長・副校長 青木までお願いいたします。 

 

 

 

３年副担任・英語科 野﨑 眞一 

今年度４月１日より、お世話になっておりま

す。青山中学校より、転任してまいりました野

﨑眞一です。港区には３年目になります。高陵

中学校に初めて訪れたとき、青山中学校の校舎

の古さと比べて、その斬新なデザインの校舎に

驚きました。生徒たちも明るく、受け入れてく

れました。３学年の担当として、進路について

学年の教師全員と共通理解を図りながら、経験

を生かした指導を心がけていきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ３年副担任・数学科 堀越 将介 

今年度から着任しました堀越将介(ほりこし

まさゆき)です。教員一年目ということで、す

べての言葉の頭に「初めての」という言葉がつ

いて毎日が充実していて楽しく過ごしていま

す。これも高陵中学校の良い点だなと思いまし

た。自分のモットーは「一つのことを全力に」

です。授業、学校行事、部活動などを準備の段

階から「全力」で取り組んでいけば、楽しく感

じ、達成感が生まれてきます。是非、「全力」

で取り組んで充実した学校生活を送ってもら

いたいと思います。今後ともよろしくお願いい

たします。 

本校の生活指導の基本方針は以下の通りです。

全体目標「自ら問題を解決し、たくましく生き

る生徒の育成」 

 重点目標を３点掲げ、ここ３か月は以下の月

間の目標を設定し、生活委員会の週番活動で挨

拶励行も行っています。 

４月 気持ちを新たに規則正しい生活をしよう

５月 協力して役割を果たそう 

６月 時間を守ろう  

  
 
各部とも夏季大会に臨みます。応援よろしくお

願いいたします。 

サッカー部 

港・千代田区中学校サッカー夏季選手権大会 

 5/14(土) 会場 稲毛・尽性園グラウンド 

     ●0-2○慶應義塾中等部 

5/15(日) 会場 港・港南中  

     ●1-2○港南中 

 5/22(日)  会場 稲毛・尽性園グラウンド 

○11－０●白金の丘中 

決勝トーナメント 会場 稲毛・尽性園グラウンド 

 6/4(土)15:00～ＶＳ 六本木中 

 6/5(日)11:35～ＶＳ 高輪中 

バスケットボール部 

 女子 6/5(日) 会場 慶應義塾中等部 

    ＶＳ 慶應義塾中等部 

 男子 6/12(日) 会場等未定 

バドミントン部 

 6/19(日) 会場 男子・麻布中  

女子・東京女子学園中  

バレーボール部 6/19(日) 会場等未定  

 
 
国際協力ボランティア 5/10-13  生徒会役員の

提案で熊本地震への募金を実施しました。 

生徒総会 5/14 前期の生徒会活動の活動方針を

決定し意義や重要性を自覚させる機会でした。 

学校公開 5/16-21 運動会前の生徒の姿をご覧

いただく狙いで設定しました。 

あいさつ運動 5/24-28 生活委員とボランティ

アの参加で盛大に実施しました。 

救急救命講習 5/30 １年生たちがAED使用と人

工呼吸などを体験しました。 

給食試食会 5/30 PTA主催で本校の給食試食と、

栄養士講話、さらにご意見交流を行いました。 

部活動・夏季大会へ 

最近の行事から 

生活指導の月間目標 

今年度着任教員挨拶 1 


